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温度感覚と着衣調節について

　目的　冷房温度が低過ぎたり.冷房時間が長過ぎると、不快感や局所冷感をおこし、ま

た健康障害の原因となることがあa .冷房による悪影響li ,着衣調節によって改善される

と思われるので．冷房時における着衣状況と代謝量、皮膚温、温度感覚との関係を調べ着

衣対策の一助とした．

　方法　夏季の標準着．やや薄着、薄着の３種類の着衣別に気温約3o℃の部屋で30分間椅

座安静後、強度冷房( 22'C ）,中等度冷房( 24"C 26℃) , 13度冷9 （2&V ）の部屋に入室

し. 45分間椅座安静した場合の代謝量、皮膚温の変動を調べた．

　結果　安静時代謝量は．冷房室(こ入室すると．増加する傾向がみられた、表１は．冷房

室入室45分後の着衣別.冷房温度別安静時代謝量の増加量（被験者４人の平均値）を示す．

何れの冷房温度の場合にも、着衣状態が薄着になるにつれて．代耐量の増加が大となり、

9~ 1 2Ca 1／nf . hrの増加量になっている．冷’房時には、標準着であっても．代謝量の増加は

避けにくく、薄着になるにつれて著しかった．　冷房室入室後の着衣別、冷房温度別の皮

膚温降下度C ℃)を表２に示す．冷房s度が低くなる程、また着衣量が少なくなる程、平

均皮膚温の下降、特に四肢末端部の皮膚温の下降が著しいことが認められた．

表１ 冷房温度（℃） 2 8 2 6 2 4 2 2

着衣　Ａ

着衣　Ｂ

着衣　Ｃ

4.25

5.75

8.75

1 . 0

3 . 3

10.3

2.86

4.57

9.71
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表２ 冷房温度（℃） 2 8 2 S sr4 2 2

着衣　Ａ

着衣　Ｂ

着衣　Ｃ

0. 6

0 . 9

1 . 0

1 . 3

1 . 6

1 . 6

1 . 7

2 . 0

２　４

2 . 2

2 . 8

3 . 1

時の皮膚温および血流量への影響に関する研究

短大○川端博子　　お茶の水女大家政　山本　泉

短大　酒井豊子　　お茶の水女大家政　石川欣造

　目的　人体を過度に圧迫すると生理的障害が生じることが指摘されている。本研究では、

上腕部の拘束により末梢部分の皮膚漫と血流量に及ぶ影響について調べることを目的とし

た。

　方法’被験者は成人女子、11名である。26°Cの室漫下で、30分間椅座位安静姿勢をとっ

た後、血圧測定用加圧布により左手上腕部を10分間加圧した。圧迫除去後10分間は同一姿

勢を維持し、回復挙動を観察したI。加圧は、15,30,45,60 １・Hgの４段階とし、加圧の順序は

ランダムに設定した。皮膚温は、放射温度計を使用し前腕部と第一指付け根付近の2箇所を

１分間隔で測定した。血流量の変化は、第1二指の心拍に伴う体積増加量で表し、0,1,5,10,

11分後に計測した。

　結果　加圧時において皮膚漫は時間とともK.低下するが、加圧度合が大きい時その傾向

は顕著になる。漫度の変化量に個人差があるが、第一指付け根部位で大きな影響が出てい

る。圧迫除去後は、第一指付け根より前腕部の温度回復に時間を要することが分かった。

　血流量については、加圧時には血行に障害が生じるため、心拍　時の体積増加量は減少す

る。加圧時間による影響は少なく=、圧迫除去時にはすみやかに回復した。

　圧迫と感覚値の対応を見る時、I 30 ・・H≪の締めで充血が始まり, 45 ・・Hg では　902の被

験者がきつい又はひどくきついと答えており、加圧による影響が生理一感覚両面からみら

れた。


